






























































あとがき

震災で　大切な人を亡くした人へ

 
「おもいでタンカー」の前半は、

僕の実話をもとに作ったお話です。

 
僕のお母さんは、僕が中学を卒業する１週間前に天国に行きました。

お母さんは４５歳でした。

 
僕が４５歳になるには、もう少し時間がかかります。

でも、だんだん母親の年齢に近づくにつれ、

４５歳というのは、なんと若い年齢だったのだろうと思うのです。

 
僕は人生の目標を持っていますが、

それとは別に　０（ゼロ）目標というものがあります。

 
絶対に４５歳まで生きるという目標です。

 
 
簡単じゃないかと思う人もいるかもしれませんが、

震災で大切な人を亡くした方には、

それが決して簡単な目標ではないことがわかると思います。

 
どうか、亡くなった大切な人の分まで「楽しみ」、「喜び」、「悲しみ」を味わって生きてくだ

さい。

人生は楽しいことも、苦しいことも悲しいことも、たくさんあるけれど、

きっと　それを全部含めて　楽しいものなのだと思います。

 
 
 

まっちん

 
 
 
動く絵本ニコニコ村

 

http://www.nikonikoehon.net/


おもいでタンカー（動く絵本バージョン）

 
おもいでタンカー（読み聞かせバージョン）

http://www.nikonikoehon.net/picturebook2/tanker.htm
http://www.nikonikoehon.net/picturebook2/tankervoice.htm

